釋空満寺通信平成三十年十一月号
　ぶつぶつ　　発責者　田中　誠土
★十一月の管長面接日
東京　二日・三日
本山　九日・十九日
別院　十四日・二十七日
熊本　十五日
武雄　十六日
北九州　十七日
宮崎　二十六日

●十四日夜八時、別院において
　龍王祭お水取り法会があります。

★十二月の管長面接日
東京　二日・三日
大阪　五日・六日
本山　九日・十九日
別院　十四日・二十七日
熊本　十五日
大牟田　十六日
宮崎　　二十六日

●十四日夜八時、別院において今年最後の龍王祭お水取り法会があります。

○二十二日は「冬至大護摩焚き」
　他所の古札や当山先祖供養の使用済みの御札などをお焚き上げします。
　当日までに納めてください。
○二十九日は「福餅つき会」
　本山にて恒例の正月用の鏡餅・雑煮　　餅を搗きます。皆様の参加をお願い致します。参加者には雑煮餅のお接待とお土産が有ります。
· 墓じまい
先月号の続きで墓じまいについて
　田舎から都会に出て、家族を持ち家を持ってしまうと、生活の中心はもちろんその新しい生活拠点になります。そのうちに田舎にいた両親が亡くなり、里帰りの足も自然に遠くなるのは当然です。そして墓参りも段々と遠のく感じでしょう。
　それでは先祖に申し訳ない思いで、田舎の墓をどうするかの選択をしなければなりません。
　これは墓じまいの動機のひとつですが、他にも色々な事情で墓をどうするかを考えなければならない事があります。
▼墓じまいの選択肢と費用は？
葬儀・お墓・終活ソーシャルワーカー（吉川美津子）氏の記事より
墓じまいがわかるフローチャート
①家族や親戚に墓じまいの了承を得る反対意見が出ることもあるので慎重に
②墓地の管理者に墓じまいする旨を伝える
墓地の管理者＝寺院・地主など
③遺骨の新しい居場所（改葬先）を決めて契約
④改葬先からの遺骨の「受入証明書」をもらう
⑤役所から「改葬許可申請書」をもらう
⑥現在の墓から「埋葬証明」をもらう
　発行料がかかる
⑦現墓の所在地の役所から「改葬許可書」をもらう
⑧墓から遺骨を取り出し、現在の墓地を撤去
　墓石処分・区画整理（８万円～１５
万円平米単価）
⑨遺骨を新しい場所に移し、改葬許可証を新墓に提出
　遺骨の取出し１万円～５万円１人毎
　洗骨　２万円～
　墓石の移動　２０万円～８０万円
　納骨費用　１万円～３万円
▼以上が、墓じまいの段取りです。費用は平均的なもので、業者により違いがあります。
　そして③の新しい改葬先の選択ですが、次のようなものが考えられます。
1 新しい墓を購入
１５０万円～３００万円
2 納骨堂に納める
３０万円～１５０万円
3 永代供養墓に合葬
１０万円～５０万円
4 樹木葬
５０万円～８０万円
5 海・山・空・宇宙に散骨
３万円～１５０万円
6 自宅に保管　これは無料

▼新しいお墓
　墓じまいの事を大雑把に書きましたが、ここに書いただけでは無いのが実状です。
　つまり、お墓の引越しも行き先を決めておかないと出来ませんので、その新しい引越し先を決めるのが簡単では無いってことです。右の①～⑥までが考えられますが、何処でどのように納骨するか？かなり悩ましい問題です。
　新しい墓を購入することを決められても、購入費用が気になります。それと大事なことは、自宅からの距離的な問題があります。
　都会の場合は、費用をおさえようと思うと、郊外の霊園などが考えられますが、購入した時分は車で、一～二時間程度で行けると考えて購入しても、老いて車の運転が出来なくなって来ることを考えなければなりません。
　このように先々のことをよくよく考えて新しい墓を決めなければなりません。
▼古い墓をたたむ
　遺骨の新しい引越し先が決まったら、いよいよ古い墓をたたむ段取りですが、これはこれで面倒なこともあります。
　寺院が管理（境内地）している墓の場合は、墓石を撤去し整地にして返さなければなりません。ここで寺院によっては「離檀料」なるものを請求される場合があり、百万円以上の高額を請求されたなどの話も聞きます。
「離檀料」とは、そこの寺の檀家をやめることで、檀家が減るので寺の収入も減ることになります。よって方外な金額を要求されることもあるそうです。
　しかしこれはそこのお寺とのお付き合いの頻度にもよるし、住職の人間性もあります。くれぐれも慎重に。
▼時代と共に変化
　葬送という儀式も近年様々な形のものが出て来ました。しかし、形を変えながらも世界中の人々は、死人を弔い墓などに埋葬することは脈々と続いております。
　この行為は、人間にとってきっと意味のあることで、先祖や有縁の人を偲ぶ気持ちが、神仏に対する感謝や祈りの気持ちに通じる信仰心に繋がるのです。
▽自分の人生を見つめ直し、新しい弔い方を考えることが、これからの人生を考えることで、墓じまいを考えるのに必要なことです。　　　　　合掌
